
令和 7年度第 5回理事会議事録 

1. 日 時：令和 8年 1月 28日（水）：18:00-19:25 

2. 出席者：奥沢悦子、木村正彦、吉田泰憲、須藤安史、逆井久美子、久保沢勇亮、佐藤舞、 

高松みどり、齋川牧子、齋藤賢、中島有里、鳥谷部慎子、金子なつき、 

佐々木義明、野中健一、石鳥純子、千葉満、齋藤浩治、中村忠善 

3. 欠席者：小山内誠 

定款第 5 章第 32条及び諸規定により、議長に奥沢会長があたり、書記に齋藤賢理事が指名

され、オンラインで審議が行われた。 

 

【報告事項】 

1. 学術部経過報告 

吉田学術部長より以下の報告があった。 

①各種研修会 

2025年・・・前回の理事会で参加登録数が未記載も含む 

11/29 令和7年度 青臨技 臨床血液部門研修会（第1回）･･･参加者：24名 

12/05 令和7年度 青臨技 病理細胞部門研修会（第1回）･･･参加者：24名 

12/06 令和7年度 青森県自治体病院・診療所協議会 臨床検査部会研修会 

･･･参加者：25名 

12/07 令和7年度 地域ニューリーダー育成研修会･･･参加者：29名 

12/13 安全な輸血医療を行うための研修会・・・参加者：14名  

12/17 令和7年度 三八支部臨床微生物部門研修会･･･参加者：16名 

 

2026年 

01/24 令和7年度 青臨技 臨床一般検査部門研修会（第1回）･･･参加者：28名 

 

・今後開催予定の学会・研修会 

01/30 令和7年度 青臨技東青支部 臨床血液部門研修会 

02/07 令和7年度 青臨技 生物科学分析部門研修会（第1回） 

02/07 第53回 三八支部臨床検査懇話会 

02/12 令和7年度 青臨技中弘南黒支部 第2回臨床生理部門研修会 

02/13 令和7年度 第3回下北支部研修会 

02/20 令和7年度 青臨技 臨床血液部門・生物化学分析部門合同研修会 

02/26 令和7年度 青臨技三八支部 臨床検査総合部門研修会 

02/28 令和7年度 青臨技上十三支部合同研修会 

03/14 令和7年度 青森県感染対策協議会（AICON）検査技師部会研修会 

 



・今後の北日本支部研修会 

01/19 令和7年度 日臨技北日本支部 臨床血液部門研修会 

（01/19〜02/23 オンデマンド配信のみ） 

02/01 令和7年度 日臨技北日本支部 病理細胞部門研修会 

（02/01〜02/28 オンデマンド配信のみ） 

02/16 令和7年度 日臨技北日本支部 染色体・遺伝子部門研修会 

（02/16〜02/28 オンデマンド配信のみ） 

 

・全国学会 

2026/09/26〜27 第75回 日本医学検査学会 千葉県千葉市（幕張メッセなど） 

 

・日臨技北日本医学検査学会 

2026/11/14〜15 日臨技北日本支部検査学会（第14回）（秋田県秋田市） 

 

②令和7年度 青臨技精度管理調査の進捗状況（スケジュール含む） 

・1月：査読が終了した報告書を順次青臨技 HP へ掲載。 

・2月下旬までの各部門より音声入りの動画を提出 

・3月：精度管理調査報告会（オンデマンド配信）の予定。 

 

③75JAMTの進捗状況 

・講師、座長、ハンズオンセミナーの講師への依頼状は2月に運営事務局より発送 

・2月の上旬を目標に「査読推薦者リスト」を作成 

･･･査読は担当県の「青森県」の部門長、部門員、その他サポートメンバーで行い、 

登録演題数に応じて北日本支部の部門長にも対応していただく予定。 

（北日本支部の早坂光司支部長も了承済） 

・JAMTマガジン4月号の発行準備（事前参加登録、懇親会参加などの内容を追加） 

 

2. 公益部経過報告 

木村公益部長より高校生心電図検診について報告があった。 

 令和 8 年度の心電図検診が動き出しており、現在は医師会と学校で日程調整してい 

る段階。 

 

3. 渉外部経過報告 

奥沢会長より災害協定について報告があった。 

県との災害協定は今年度中に締結する予定。決まり次第お知らせします。 

 



4. 事務局経過報告 

  逆井事務局長より以下の報告があった。 

（一社）青森県臨床検査技師会 

4 月からの総数：新入会 23 名、再入会 2 名、転入 4 名、転出 3名、退会 5 名 

会員数：644名（名誉会員 7 名、永年会員 42名） 

① 永年会員の申込状況 

4 名の申込があった。 

 

② 学会前の理事会開催について 

理事会開催しない方向で、書面表決書は事前に逆井へ郵送するように日にちを調整

する。 

 

③ 県学会について 

理事招集については必要な方だけ（会長、吉田さん、逆井、久保沢さん、佐藤さん）。 

ホテルは各自予約すること。 

新理事には、総会参加のお願いをするので、派遣依頼文書、経費必要。 

新理事に総会や学会の役割をお願いすることも可能。 

 

    ランチョンは現在まで申込なし。締め切り 2/27 なので様子を見る。 

 

④ 奨励賞について 

自施設に単位が足りる方がいればお知らせ下さい。 

 

⑤ 総会について 

会費の値上げについて定時総会の議案に挙げるか検討お願いします。 

その他、総会で承認の必要な議案等あれば事務局まで。 

 

5. 奥沢会長より報告 

北日本支部幹事会（1 月 20 日：札幌）開催。 

第 5 回日臨技理事会(1 月 24 日土開催)（主に会員に関係がある案件） 

① 医師の働き方改革から多くの職種の業務担当内容が変わってきた中で、臨床検査

技師の病棟配置が今後、推進される可能性がある。 

 

② 令和 8年度以降「タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会開催に

ついて」以下の運用体制へ移行する。 

 



【開催方法】 

支部単位での開催となる。1 回の講習会募集人数は 60名。首都圏は大規模開催を目 

指す。開催責任者は開催地から選出され、責任者が開催申請、案内作成をする。連 

絡は開催責任者→支部長→文書配信。 

【実務委員の選出】 

開催地の地臨技で実務委員を確保する。支部内での県単位の輪番制。講師の要件変 

更があり、指定講習会実務委員として 1 回以上指導者の補助を担当したものも含 

む。 

【その他】 

支部開催平行した後、配布されていたシミュレーターなどは、「中医協からの臨床 

検査技師の病棟配置が取り上げられたこともあり、今後、シミュレーターの取り扱 

いは様子を見て検討したいとのこと。 

2025 年 12 月 22日時点で修了率 

全国平均 51.0％、青森県 60.0％。支部開催予定地は宮城県(詳細は 2 月 20日支部 

幹事会で検討していく) 

 

③ 75JAMT演題登録数が極めて少数である。日臨技理事会において、1 月 24日時点で

演題登録数は 64題であると報告し、演題登録への協力とお願いをした。1 月 28日

時点で 138題。 

 

④ 青森県臨床検査技師会長、日臨技理事 奥沢悦子 行動報告 

2025 年 

12月 1日（月）青臨技臨時理事会 

12月 7日（日）地域ニューリーダー研修会出席 

12月 22日（月）日臨技第 4 回ラダー勉強会（web） 

2026 年 

1 月 9 日（金）青森県超医療薬務課・保健衛生課と災害協定に関する面談 

（八戸市民病院） 

1 月 15日（木）日臨技生涯教育あり方委員会（web） 

1 月 21日（水）R7 年度大規模地震時医療活動訓練振り返り会議・職能団体 

（web） 

1 月 21日（水）75JAMT 調整会議（八戸） 

1 月 23日（金）賀詞交歓会（東京） 

1 月 24日（土）第 5回日臨技理事会（東京大森） 

1 月 26日（月）DMAT調整会議（web） 

 



【議題】 

1. 新人研修会の開催について 

昨年度好評だった新人研修会を来年度も開催したいと佐藤理事より提案があった。 

理事に了承を求めたところ、過半数の出席者が異議なく了承された。 

 

2. 青臨技 HP 内の役員、部門員等の氏名掲載について 

奥沢会長より、個人情報保護のため氏名と所属機関名の非公開依頼文書を作成し、運用

していきたいとの提案があった。 

理事に了承を求めたところ、過半数の出席者が異議なく了承された。 

 

3. 功労賞の承認について 

事務局より来年度の功労賞の承認について提案があった。 

・細川和子（黒石病院）  

・佐々木義明（公立野辺地病院）  

・津田昭子（あおもり協立病院） 

理事に了承を求めたところ、過半数の出席者が異議なく了承された。 

 

【その他】 

1. 青臨技会誌について 

これから最終確認をする段階。 

いくつかの項目に分けて作成し、完成したものから順に PDF にしてサイボウズへアッ

プロードする。最終的に事務局が 1 つの PDF にまとめ、HPへ掲載する。 

 

2. 第 52 回青森県医学検査学会について 

今月中に学会登録をする予定。 

当日の受付や会計は支部理事と県理事で協力して行いたい。 

 

3. 次期理事について 

現時点で各支部での人員選出がある程度進んでいる。 

 

4. 令和 7年度の青臨技収支状況について 

次回の第 6回青臨技理事会にて状況報告する。 

   

上記の事項について理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

議長は以上をもって審議を終了したことを告げた。 

 


